
令和５年度　とやま新時代創造創造プロジェクト学習推進事業

実施報告書　【学校課題実践校用】

学校番号 39
学校名 富山県立となみ野高等学校

近年、ＩＣＴ機器を用いた授業が拡大しつつあるが、生徒一人一人にＩＣＴ機器(タブレット)が与えられる教育環境
で、授業での有効活用が教員に求められている。
　また、本校で学ぶ生徒は、不登校の経験や家庭環境等においての悩みや困難を抱えていたり、全日制高校か
らやむなく進路変更したりした生徒など、その実態は多様化している。このような生徒が、本校では少人数の学習
活動や手厚い教育相談、個別支援、学校行事への参加などにより、自己存在感を高め学んでいる。今後は、学
校全体の活力アップを図りつつ、広く魅力を発信していくことが必要である。

①生徒がICT機器を有効に活用できるように教員が支援する
②定時制単位制高校の魅力発信

①ICT環境の更なる充実を図り、生徒がICT機器を有効に活用できるように教員研修の機会を設けた。また授業
のユニバーサルデザイン化を目的とした授業改善を新たな目標として掲げ、互見授業を中心とした校内研修を
行った。
②本校のスクール・ポリシーをもとに、生徒の活動状況など、本校の魅力をわかりやすく発信することで、生徒、
保護者、地域からの理解を深めてもらう機会を創出した。

①ICT環境の充実を図るために、液晶ディスプレイの増設、一眼レフカメラを増台し、視覚教材の提示の便利度を
上げた。授業において教員と生徒ともにICT機器が活用できるように教員研修を行った。ICT機器の円滑な活用に
加えて、授業のユニバーサルデザイン化を研修内容として実施した。講師はＧＩＧＡサポーターのＩＣＴ支援員を活
用した。
②生徒の学びの様子を広く生徒、保護者、地域の方々、同窓生に発信するために体育館、講堂における魅力発
信の利便性を向上させた。新たに一眼レフカメラおよび周辺機器等を購入し、魅力発信のためのツールとした。
機器により作成した学校紹介のスライドショーや動画を周年記念行事や学校祭的行事、中学校説明会等の場で
紹介した。また、昨年度更新した学校案内リーフレットを増刷（200部）した。

①プロジェクト目標の実現のため、ＩＣＴ機器を用いて、生徒の思考力や実践力を養成した。
②スクール・ポリシーに基づき、入学希望者が主体的に本校で学びたいと意欲をもつ機会をつくった。

①本校教員約30名
②本校に関心を持つ中学生・保護者・地域の住民等関係者・同窓生

4月
5月
6月 ①研修案協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②機器購入・動画等案作成協議

7月 　講師依頼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動画作成　～9月

8月 　研修会

9月
10月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動画・スライドショー完成、紹介　～随時

11月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット増刷

12月 　互見授業
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